
●
保
革
二
大
候
補
対
決
に
よ
る
接
戦

　

第
一
八
代
韓
国
大
統
領
選
挙
（
二
〇

一
二
年
一
二
月
一
九
日
）
は
、
保
守
系

与
党
・
セ
ヌ
リ
党
の
朴
槿
恵
候
補
と
、

進
歩
系
野
党
・
民
主
統
合
党
の
文ム

ン
・ 

在ジ
ェ

寅イ
ン

候
補
に
よ
る
事
実
上
の
一
騎
打
ち
と
な

り
、
最
終
盤
で
は
接
戦
と
な
っ
た
。
二

〇
一
一
年
一
〇
月
の
ソ
ウ
ル
市
長
補
欠

選
挙
を
契
機
に
韓
国
民
か
ら
高
い
支
持

を
得
て
き
た
安ア

ン
・

 

哲チ
ョ
ル
ス秀
・
無
所
属
候
補
は

公
式
選
挙
戦
開
始
直
前
（
一
一
月
二
三

日
）
に
、
候
補
者
テ
レ
ビ
討
論
で
注
目

を
集
め
た
李イ

・ 

正ジ
ョ
ン
ヒ煕
・
統
合
進
歩
党
候
補

は
投
票
三
日
前
に
そ
れ
ぞ
れ
出
馬
を
辞

退
し
た
。

　

七
五
・
八
％
と
い
う
予
想
以
上
の
高

い
投
票
率
は
、
保
守
・
進
歩
陣
営
を
代

表
す
る
候
補
二
人
に
よ
る
選
挙
レ
ー
ス

が
接
戦
と
な
り
、
選
挙
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
民
主
化

後
の
大
統
領
選
挙
投
票
率
は
、
一
九
八

七
年
八
九
・
二
％
、
一
九
九
二
年
八

一
・
九
％
、
一
九
九
七
年
八
〇
・
七
、

二
〇
〇
二
年
七
〇
・
八
％
、
二
〇
〇
七

年
六
三
・
〇
％
と
低
下
傾
向
に
あ
っ
た

が
今
回
そ
れ
に
歯
止
め
が
か
か
っ
た
。

進
歩
、
保
守
陣
営
そ
れ
ぞ
れ
の
本
拠
地

で
あ
る
光
州
（
八
〇
・
四
％
）
と
大
邱

（
七
九
・
七
％
）
が
投
票
率
で
全
国

一
、
二
位
を
記
録
し
た
こ
と
も
、
保
革

両
陣
営
に
よ
る
熾
烈
な
選
挙
戦
を
象
徴

し
て
い
る
。
な
お
、
光
州
で
文
氏
九

二
・
〇
％
、
大
邱
で
朴
氏
八
〇
・
一
％

の
得
票
率
と
な
り
、
韓
国
選
挙
の
特
徴

で
あ
る
「
地
域
主
義
」
は
今
回
も
表
れ

た
が
、
全
羅
道
で
朴
氏
が
一
〇
％
以

上
、
釜
山
・
慶
尚
南
道
で
文
氏
が
四

〇
％
に
迫
る
得
票
を
記
録
し
、
地
域
主

義
緩
和
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
確

か
で
あ
る
（
表
1
参
照
）。

　

選
挙
翌
日
の
新
聞
各
紙
は
、
朴
槿
恵

氏
の
当
選
を
、
韓
国
初
の
女
性
大
統

領
、
初
の
親
子
（
父
娘
）
大
統
領
、
そ

し
て
民
主
化
後
初
め
て
の
過
半
数
得
票

獲
得
（
五
一
・
六
％
）
と
伝
え
た
。
し

か
し
、
敗
者
で
あ
る
文
在
寅
氏
の
得
票

が
四
八
・
〇
％
に
達
し
た
と
い
う
事
実

は
、
朴
槿
恵
政
権
の
五
年
間
が
困
難
に

満
ち
て
い
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。

地
域
主
義
や
理
念
対
立
そ
し
て
所
得
格

差
な
ど
社
会
的
亀
裂
が
深
刻
な
な
か

で
、
朴
大
統
領
は
約
半
数
の
反
対
者
と

向
き
合
っ
て
国
政
を
運
営
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

実
際
、
政
権
発
足
前
か
ら
朴
槿
恵
大

統
領
は
支
持
率
の
低
下
に

直
面
し
て
い
る
（
韓
国

ギ
ャ
ラ
ッ
プ
調
査
に
よ
れ

ば
、
就
任
前
後
の
支
持
率

は
四
〇
％
台
前
半
で
推

移
）。
そ
の
最
大
の
要
因

は
閣
僚
人
事
の
失
敗
で
あ

る
が
、
同
時
に
問
わ
れ
た

の
は
大
統
領
の
説
明
責
任

で
あ
り
対
外
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
欠
如

で
あ
る
。
与
党
は
国
会
で
過
半
数
議
席

を
確
保
し
て
い
る
が
、
政
府
組
織
法
改

正
案
可
決
に
時
間
を
要
し
、
組
閣
人
事

を
終
え
た
の
は
政
権
発
足
五
二
日
後

（
四
月
一
七
日
）
で
あ
っ
た
。
政
権
の

中
間
評
価
的
性
格
を
持
つ
統
一
地
方
選

挙
は
早
く
も
一
年
後
（
二
〇
一
四
年
六

月
）
に
迫
っ
て
い
る
。

●�「
安
哲
秀
旋
風
」と
既
存
政
治
へ

の
失
望

　

二
〇
一
二
年
大
統
領
選
挙
も
過
去
の

選
挙
と
同
じ
く
、
任
期
五
年
一
期
限
り

の
現
職
大
統
領
が
、
任
期
末
を
迎
え
て

国
民
の
厳
し
い
評
価
に
直
面
す
る
な
か

で
実
施
さ
れ
た
。
二
〇
〇
八
年
の
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
世
界
経
済
危
機

を
上
手
く
乗
り
切
っ
た
と
の
国
外
で
の

評
価
と
は
対
照
的
に
、
多
く
の
韓
国
民

は
李
明
博
政
権
下
で
中
間
層
や
庶
民
の

暮
ら
し
向
き
は
良
く
な
ら
ず
、
深
刻
な

表 1　第 18 代（2012 年） 
大統領選挙主要候補得票率（％）

朴槿恵 文在寅
全体 51.6 48.0

首都圏
ソウル 48.2 51.4
仁川 51.6 48.0
京畿 50.4 49.2

嶺南

釜山 59.8 39.9
大邱 80.1 19.5
蔚山 59.8 39.8
慶北 80.8 18.6
慶南 63.1 36.3

湖南
光州   7.8 92.0
全北 13.2 86.3
全南 10.0 89.3

忠清圏

大田 50.0 49.7
世宗 51.9 47.6
忠北 56.2 43.3
忠南 56.7 42.8

その他
江原 62.0 37.5
済州 50.5 49.0

（出所）韓国中央選挙管理委員会発表に基づき筆者作成。
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社
会
問
題
で
あ
る
「
両
極
化
」
が
さ
ら

に
進
ん
だ
と
の
不
安
と
不
満
を
感
じ
て

い
た
。
昨
年
、
李
政
権
支
持
率
は
二

〇
％
台
前
半
で
低
迷
を
続
け
た
（
韓
国

ギ
ャ
ラ
ッ
プ
調
査
）。
李
政
権
は
、「
富

裕
層
や
大
企
業
を
優
遇
し
、
庶
民
の
暮

ら
し
や
社
会
的
弱
者
へ
の
配
慮
が
足
り

な
い
」
と
の
国
民
の
不
満
を
踏
ま
え
、

庶
民
生
活
向
上
の
た
め
「
中
道
実
用
」

路
線
を
標
榜
し
た
り
、「
公
正
な
社
会
」

を
掲
げ
て
格
差
是
正
や
社
会
正
義
実
現

を
目
指
し
た
が
、
国
民
は
そ
れ
ら
を
実

感
で
き
な
か
っ
た
。

　

大
統
領
選
挙
で
「
新
し
い
政
治
」
を

掲
げ
た
安
哲
秀
候
補
へ
の
高
い
支
持

は
、
李
政
権
お
よ
び
既
存
政
治
に
失
望

し
た
国
民
が
、
安
氏
に
希
望
を
託
そ
う

と
し
た
こ
と
の
表
れ
で
あ
っ
た
。
な
か

で
も
「
二
〇
四
〇
世
代
」
と
い
わ
れ
る

二
〇
〜
四
〇
代
で
安
氏
の
支
持
は
高

か
っ
た
（
参
考
文
献
①
）。
韓
国
の
二

〇
代
は
大
学
授
業
料
と
就
職
、
三
〇
代

は
結
婚
、
住
居
、
保
育
、
四
〇
代
は
子

供
の
教
育
と
老
後
に
大
き
な
不
安
を
抱

え
て
い
る
と
さ
れ
る
。
東
亜
日
報
の
世

代
別
政
治
社
会
意
識
調
査
（
二
〇
一
一

年
一
一
月
実
施
）
に
よ
れ
ば
、
李
政
権

下
で
過
去
よ
り
も
社
会
の
透
明
性
と
公

正
性
が
進
ん
だ
か
、
と
の
問
い
に
対
し

て
「
後
退
し
た
」
と
の
回
答
は
、
二
〇

代
五
七
・
九
％
、
三
〇
代
五
一
・

五
％
、
四
〇
代
四
一
・
七
％
、
五
〇
代

三
八
・
五
％
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ハ
ン

ナ
ラ
党
（
セ
ヌ
リ
党
の
前
身
）
と
民
主

党
の
二
大
政
党
構
造
は
変
わ
る
べ
き

か
、
と
の
問
い
に
は
、
二
〇
代
七
五
・

九
％
、
三
〇
代
七
七
・
五
％
、
四
〇
代

七
〇
・
六
％
、
五
〇
代
五
八
・
六
％
が

変
わ
る
べ
き
と
答
え
て
い
る
（『
東
亜

日
報
』
二
〇
一
一
年
一
二
月
二
日

付
）。
若
い
年
代
ほ
ど
現
状
へ
の
不
満

が
強
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
第
一
野
党
の
民
主

党
が
李
政
権
へ
の
不
満
の
受
け
皿
に
な

る
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
民
主
党
は
盧
武

鉉
・
元
大
統
領
以
降
、
有
力
な
政
治

リ
ー
ダ
ー
が
不
在
で
求
心
力
を
欠
い
て

い
た
。
李
政
権
へ
の
中
間
評
価
と
な
る

二
〇
一
〇
年
六
月
の
統
一
地
方
選
挙
で

は
勝
利
を
収
め
た
が
、
野
党
有
利
と
さ

れ
た
二
〇
一
二
年
四
月
総
選
挙
で
は
与

党
に
敗
北
を
喫
し
た
。
大
統
領
選
挙
の

前
哨
戦
と
し
て
重
要
な
選
挙
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
民
主
党
は
大
統
領
候
補

と
し
て
文
在
寅
氏
を
選
出
し
た
後
も
、

国
民
的
人
気
を
得
て
い
た
安
哲
秀
・
無

所
属
候
補
と
の
候
補
一
本
化
を
成
し
遂

げ
、
そ
の
相
乗
効
果
に
よ
っ
て
朴
槿
恵

氏
に
勝
つ
こ
と
を
目
指
し
た
。
し
か

し
、
候
補
一
本
化
を
め
ぐ
る
文
・
安
両

陣
営
の
駆
け
引
き
は
旧
態
依
然
と
し
た

政
治
を
彷
彿
さ
せ
、「
新
し
い
政
治
」

を
期
待
し
て
い
た
安
氏
支
持
者
を
含

め
、
多
く
の
国
民
を
失
望
さ
せ
た
。

●
朴
槿
恵
氏
の
選
挙
戦
略

　

一
方
、
二
〇
〇
七
年
大
統
領
選
挙
時

か
ら
出
馬
を
目
指
し
て
き
た
朴
槿
恵
陣

営
（
当
時
は
ハ
ン
ナ
ラ
党
内
予
備
選
挙

で
李
明
博
氏
に
敗
れ
る
）
は
、
次
の
よ

う
な
点
で
選
挙
戦
へ
の
備
え
は
し
っ
か

り
し
て
い
た
。
第
一
に
、
李
政
権
発
足

前
か
ら
、
次
の
選
挙
（
二
〇
一
二
年
大

統
領
選
挙
）
を
狙
っ
て
李
大
統
領
と
距

離
を
置
き
「
与
党
内
野
党
」
の
立
場
を

と
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
李
政
権
の
支

持
率
が
低
下
し
て
も
、
朴
氏
は
高
い
支

持
率
を
維
持
で
き
た
。
ま
た
、
二
〇
一

一
年
ソ
ウ
ル
市
長
補
欠
選
挙
で
の
敗
北

に
よ
り
党
が
危
機
に
陥
っ
た
際
に
は
、

党
非
常
対
策
委
員
長
に
就
任
し
て
二
〇

一
二
年
総
選
挙
に
向
け
て
陣
頭
指
揮
を

執
り
、
与
党
を
「
朴
槿
恵
の
党
」
へ
と

転
換
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
朴
氏

は
、
党
名
変
更
（「
ハ
ン
ナ
ラ
党
」
か

ら
「
セ
ヌ
リ
党
」
へ
）
を
含
む
大
胆
な

党
改
革
を
実
施
し
て
敗
北
必
至
と
み
ら

れ
て
い
た
与
党
を
過
半
数
議
席
獲
得
の

勝
利
へ
導
く
こ
と
に
成
功
し
た
。

　

第
二
に
、
福
祉
の
拡
充
や
「
経
済
民

主
化
」
な
ど
、
本
来
で
あ
れ
ば
野
党
が

得
意
と
す
る
イ
シ
ュ
ー
を
い
ち
早
く
公

約
と
し
て
打
ち
出
し
、
支
持
基
盤
の
保

守
だ
け
で
な
く
中
道
層
の
取
り
込
み
を

図
っ
た
。
従
来
か
ら
社
会
保
障
政
策
に

敏
感
な
高
齢
層
だ
け
で
な
く
、
厳
し
い

経
済
状
況
下
で
就
職
や
社
会
生
活
の
悩

み
を
抱
え
る
「
二
〇
四
〇
世
代
」
を
も

視
野
に
入
れ
た
、
世
代
ご
と
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
福
祉
政
策
構
想
を
二
〇
一
〇

年
一
二
月
に
発
表
し
た
。
二
〇
一
二
年

総
選
挙
で
は
「
経
済
民
主
化
」
を
掲
げ

て
、
そ
の
主
唱
者
で
あ
る
金キ

ム
・

 

鍾
ジ
ョ
ン

仁イ
ン

・
元

大
統
領
府
経
済
首
席
秘
書
官
を
選
挙
参

謀
と
し
て
迎
え
入
れ
た
。
朴
氏
が
与
党

大
統
領
候
補
に
正
式
に
決
ま
っ
た
の
は

同
年
八
月
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
か
ら

大
統
領
選
挙
公
約
に
つ
な
が
る
重
要
政

策
構
想
を
発
表
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
第
三
に
、「
国
民
大
統
合
」

に
積
極
的
な
姿
勢
を
み
せ
て
、
朴パ

ク
・

 

正チ
ョ
ン
ヒ煕

時
代
に
批
判
的
な
民
主
化
勢
力
と
の
和

解
を
試
み
た
。
民
主
化
後
の
政
界
再
編

や
各
政
治
勢
力
の
合が

っ

従
し
ょ
う

連れ
ん

衡こ
う

に
よ
り
、

今
日
の
韓
国
政
治
に
お
い
て
保
守
対
進

歩
を
分
け
る
対
立
軸
は
明
確
で
は
な
く

な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
韓
国
で
は

依
然
と
し
て
、
朴
正
煕
政
権
の
流
れ
を

汲
む
「
産
業
化
勢
力
」
と
、
そ
れ
に
対

抗
し
民
主
化
運
動
を
展
開
し
た
「
民
主

化
勢
力
」
が
そ
れ
ぞ
れ
保
守
、
進
歩
陣

営
の
中
心
を
占
め
、
深
い
社
会
的
亀
裂

を
形
成
し
て
い
る
と
言
え
る
。
朴
槿
恵

氏
は
セ
ヌ
リ
党
大
統
領
候
補
受
諾
演
説

で
、「
理
念
と
階
層
、
地
域
と
世
代
を

超
え
、
産
業
化
と
民
主
化
を
超
え
、
皆

が
と
も
に
行
く
国
民
大
統
合
の
道
を
進

「第二の漢江の奇跡」目指す朴 槿恵政権 ─ 大統領選の総括と直面する課題 ─
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み
ま
す
」
と
訴
え
る
と
共
に
、
党
内
に

国
民
大
統
合
委
員
会
を
設
け
て
金
大

中
・
元
大
統
領
側
近
の
韓ハ

ン
・

 

光グ
ァ
ン
オ
ク玉

氏
を
陣

営
に
迎
え
る
な
ど
、
民
主
化
勢
力
や
全

羅
道
有
権
者
の
支
持
獲
得
に
努
め
た
。

そ
れ
で
も
、
選
挙
戦
を
通
じ
て
絶
え
ず

進
歩
陣
営
か
ら
朴
正
煕
時
代
に
対
す
る

「
歴
史
認
識
」
を
問
わ
れ
続
け
る
と
、

九
月
二
四
日
の
記
者
会
見
で
、
当
時
の

非
民
主
的
事
件
等
に
よ
り
「
憲
法
価
値

が
棄
損
さ
れ
、
大
韓
民
国
の
政
治
発
展

を
遅
ら
せ
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
」
と

述
べ
被
害
者
ら
に
謝
罪
し
た
。

●
注
目
集
め
た
「
世
代
葛
藤
」

　

大
統
領
選
挙
の
結
果
で
注
目
を
集
め

た
の
は
、
世
代
ご
と
に
支
持
候
補
が

は
っ
き
り
と
分
か
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

主
要
放
送
局
三
社

に
よ
る
共
同
出
口

調
査
に
よ
れ
ば
、

二
〇
〜
四
〇
代
は

文
在
寅
候
補
、
五

〇
代
以
上
は
朴
槿

恵
候
補
へ
の
投
票

が
顕
著
で
あ
っ

た
。
両
候
補
の
世

代
別
得
票
率
は
、

二
〇
代
で
朴
三

三
・
七
％
・
文
六

五
・
八
、
三
〇
代

で

朴

三

三
・

一
％
・
文
六
六
・
五
％
、
四
〇
代
で
朴

四
四
・
一
％
・
文
五
五
・
六
％
、
五
〇

代
で
朴
六
二
・
五
％
・
文
三
七
・

四
％
、
六
〇
代
以
上
で
朴
七
二
・

三
％
・
文
二
七
・
五
％
で
あ
っ
た
（
表

2
参
照
）。
マ
ス
コ
ミ
は
こ
の
現
象
を

「
世
代
葛
藤
」
と
し
て
報
じ
た
。
振
り

返
れ
ば
、
世
代
別
投
票
行
動
が
注
目
さ

れ
た
の
は
、
盧ノ

・ 

武ム
ヒ
ョ
ン鉉

候
補
が
当
選
し
た

第
一
六
代
大
統
領
選
挙
（
二
〇
〇
二

年
）
で
あ
る
。
当
時
も
二
〇
〜
四
〇
代

は
進
歩
系
の
盧
候
補
、
五
〇
代
以
上
は

保
守
系
の
李イ

・ 

會フ
ェ
チ
ャ
ン昌

候
補
を
よ
り
多
く

支
持
し
た
が
、
昨
年
大
統
領
選
挙
で
は

二
〇
〜
四
〇
代
の
進
歩
候
補
支
持
、
五

〇
代
以
上
の
保
守
候
補
支
持
が
よ
り
鮮

明
と
な
っ
た
。

　

興
味
深
い
事
実
は
、
五
〇
代
以
上
が

全
有
権
者
数
に
占
め
る
割
合
は
二
〇
〇

二
年
に
は
約
三
〇
％
で
あ
っ
た
が
二
〇

一
二
年
に
は
四
〇
％
に
達
し
た
こ
と

（
逆
に
二
〇
〜
四
〇
代
は
一
〇
％
ポ
イ

ン
ト
減
少
）、
そ
の
状
況
で
世
代
別
投

票
率
が
二
〇
代
六
五
・
二
％
、
三
〇
代

七
二
・
五
％
、
四
〇
代
七
八
・
七
％
、

五
〇
代
八
九
・
九
％
、
六
〇
代
以
上
七

八
・
八
％
（
前
述
の
共
同
出
口
調
査
）

と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
分

か
る
の
は
、
高
齢
層
が
全
有
権
者
に
占

め
る
割
合
が
高
く
な
り
、
か
つ
積
極
的

に
投
票
を
行
っ
た
こ
と
が
、
朴
氏
当
選

を
決
定
づ
け
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

選
挙
結
果
に
表
れ
た
世
代
間
の

ギ
ャ
ッ
プ
は
、
朴
氏
が
掲
げ
た
「
国
民

大
統
合
」
が
、
実
現
困
難
な
課
題
で
あ

る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
朴
氏
自
身

も
そ
れ
に
は
自
覚
的
で
あ
る
。
当
選
翌

日
の
記
者
会
見
で
朴
氏
は
、
過
去
半
世

紀
に
わ
た
る
分
裂
と
葛
藤
の
歴
史
を
終

わ
ら
せ
る
よ
う
努
力
す
る
と
し
た
う
え

で
、「
す
べ
て
の
地
域
と
性
別
と
世
代

の
人
々
を
等
し
く
登
用
し
、
大
韓
民
国

の
潜
在
能
力
を
最
大
限
引
き
出
し
、
国

民
一
人
一
人
の
幸
福
と
一
〇
〇
％
大
韓

民
国
を
作
る
こ
と
が
私
の
夢
で
あ
り
望

み
で
す
」
と
力
説
し
た
。

　

一
方
、
選
挙
後
の
世
論
調
査
は
、
朴

槿
恵
政
権
が
ま
ず
取
り
組
む
べ
き
は
経

済
成
長
の
実
現
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
東
亜
日
報
の
調
査
は
、
次
期
政

権
の
最
優
先
国
政
課
題
と
し
て
経
済
成

長
二
八
・
六
％
、
両
極
化
解
消
一
六
・

五
％
、
経
済
民
主
化
一
四
・
一
％
の
順

で
回
答
を
得
た
。
但
し
、
世
代
ご
と
に

優
先
度
に
温
度
差
が
あ
る
と
記
事
は
伝

え
る
。
例
え
ば
、
三
〇
代
で
は
両
極
化

解
消
（
一
九
・
九
％
）
と
経
済
民
主
化

（
一
九
・
九
％
）
に
対
す
る
要
求
が
ほ

か
の
世
代
よ
り
も
高
い
が
、
経
済
成
長

（
二
三
・
七
％
）
と
い
う
回
答
は
他
の

世
代
よ
り
相
対
的
に
少
な
い
と
い
う

（『
東
亜
日
報
』
二
〇
一
三
年
一
月
一
日

付
）。
同
様
の
傾
向
は
京
郷
新
聞
の
調

査
結
果
か
ら
も
み
て
と
れ
る
。
最
優
先

に
解
決
す
べ
き
課
題
は
、
経
済
成
長
三

〇
・
九
％
、
貧
富
格
差
・
社
会
両
極
化

解
消
二
六
・
八
％
、
雇
用
問
題
一
七
・

一
％
と
の
結
果
に
な
っ
た
が
、
経
済
成

長
は
四
〇
代
（
三
五
・
二
％
）、
五
〇

代
（
三
一
・
〇
％
）、
六
〇
代
以
上

（
三
六
・
九
％
）
で
、
両
極
化
解
消
は

二
〇
代
（
三
九
・
一
％
）、
三
〇
代

（
三
二
・
三
％
）
で
回
答
率
が
高
か
っ

た
と
い
う
（『
京
郷
新
聞
』
二
〇
一
三

年
一
月
一
日
付
）。

　

こ
れ
ら
調
査
結
果
お
よ
び
前
述
し
た

李
政
権
へ
の
不
満
や
「
安
哲
秀
旋
風
」

か
ら
う
か
が
い
知
れ
る
の
は
、
二
〇
代

や
三
〇
代
が
「
両
極
化
」
と
い
わ
れ
る

格
差
社
会
の
な
か
で
疎
外
感
を
抱
い
て

お
り
、
社
会
的
公
正
さ
を
よ
り
強
く
求

め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
五
〇

代
以
上
が
、
一
九
六
〇
〜
七
〇
年
代
の

高
度
経
済
成
長
期
に
急
拡
大
す
る
経
済

的
パ
イ
か
ら
恩
恵
を
受
け
た
の
に
対

し
、
二
〇
、
三
〇
代
は
社
会
へ
の
進
出

が
一
九
九
〇
年
代
末
の
経
済
危
機
（
韓

国
で
は
「
Ｉ
Ｍ
Ｆ
危
機
」
と
呼
ば
れ

る
）
と
重
な
り
、
厳
し
い
社
会
経
済
状

況
の
な
か
で
生
活
に
不
安
を
抱
え
続
け

て
い
る
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。

●「
第
二
の
漢
江
の
奇
跡
」を
目
指
す

　

朴
槿
恵
大
統
領
が
二
月
二
五
日
の
就

任
辞
で
真
っ
先
に
「
経
済
復
興
」
に
言

及
し
、「
第
二
の
漢
江
の
奇
跡
」
を
実

表 2　大統領選挙主要候補の年代別得票率（％）
第 16 代（2002 年） 第 18 代（2012 年）

李會昌 盧武鉉 朴槿恵 文在寅
20 代 34.9 59.0 33.7 65.8
30 代 34.2 59.3 33.1 66.5
40 代 47.9 48.1 44.1 55.6
50 代 57.9 40.1 62.5 37.4

60 代以上 63.5 34.9 72.3 27.5

（出所） 筆者作成。数字はいずれも出口調査による推計。第 16 代はMBC、
第 18 代は主要放送 3社による調査結果を利用。

6アジ研ワールド・トレンド No.213 （2013. 6）



現
し
て
国
民
を
幸
せ
に
す
る
、
と
述
べ

た
の
は
、
以
上
の
よ
う
な
国
民
世
論
と

厳
し
い
経
済
状
況
を
意
識
し
て
い
る
か

ら
に
他
な
ら
な
い
。
就
任
辞
で
は
、
経

済
復
興
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に
、
選
挙

公
約
と
し
て
打
ち
出
し
た
「
創
造
経
済

と
経
済
民
主
化
を
推
進
し
て
い
く
」
こ

と
が
強
調
さ
れ
た
。
創
造
経
済
と
は

「
科
学
技
術
と
産
業
が
融
合
し
、
文
化

と
産
業
が
融
合
し
、
産
業
間
の
壁
を
取

り
払
っ
た
境
界
線
に
創
造
の
花
を
咲
か

せ
る
こ
と
」
で
あ
り
、「
既
存
の
市
場

を
単
純
に
拡
大
す
る
方
式
か
ら
抜
け
出

し
、
融
合
の
基
盤
の
上
に
新
し
い
市

場
、
新
し
い
雇
用
を
作
る
」
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。
新
設
さ
れ
た
「
未
来

創
造
科
学
部
」
が
そ
の
実
現
の
カ
ギ
を

握
る
こ
と
に
な
る
。
但
し
、「
創
造
経

済
が
花
を
咲
か
せ
る
た
め
に
は
、
経
済

民
主
化
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」、
つ
ま
り
「
小
商
工
人
と
中
小
企

業
を
挫
折
さ
せ
る
不
公
正
行
為
を
根
絶

し
、過
去
の
誤
っ
た
慣
行
を
直
」す
必
要

が
あ
る
、
と
い
う
の
が
大
統
領
の
認
識

で
あ
る
（
カ
ギ
括
弧
内
は
い
ず
れ
も
大

統
領
就
任
辞
よ
り
引
用
。参
考
文
献
②
）。

　

し
か
し
、
朴
槿
恵
政
権
の
経
済
運
営

に
は
次
の
よ
う
な
困
難
が
と
も
な
う
。

第
一
に
、
創
造
経
済
論
を
実
践
し
、
科

学
技
術
と
り
わ
け
Ｉ
Ｔ
産
業
を
活
用
し

て
新
し
い
雇
用
と
成
長
基
盤
を
創
り
出

す
に
は
時
間
が
か
か
ら
ざ
る
を
得
な

い
。
こ
の
雇
用
創
出
で
と
り
わ
け
念
頭

に
置
か
れ
て
い
る
の
は
、
社
会
問
題
化

し
た
若
者
層
の
就
職
難
解
消
で
あ
る

が
、
短
期
的
効
果
を
見
込
む
の
は
難
し

い
。
と
な
る
と
、
文
在
寅
候
補
支
持
が

多
か
っ
た
若
者
層
の
朴
政
権
へ
の
失
望

が
、
政
権
の
政
治
的
安
定
ひ
い
て
は
政

策
推
進
力
を
奪
い
、
創
造
経
済
の
果
実

を
得
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
か
も
し

れ
な
い
。

　

第
二
に
、
経
済
民
主
化
の
た
め
に

は
、
韓
国
経
済
発
展
の
原
動
力
で
あ
る

大
企
業
（
財
閥
）
中
心
の
経
済
構
造
に

メ
ス
を
入
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ

は
一
時
的
で
は
あ
っ
て
も
国
際
競
争
力

の
低
下
を
も
た
ら
し
う
る
。
大
企
業
の

輸
出
に
依
存
す
る
韓
国
経
済
が
そ
の
手

術
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う

か
。
も
っ
と
も
、
朴
大
統
領
の
言
う
経

済
民
主
化
は
、
財
閥
へ
の
厳
し
い
規
制

を
唱
え
た
野
党
候
補
と
は
異
な
り
、
公

正
取
引
や
中
小
企
業
育
成
に
力
点
が
置

か
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
過
去

の
政
権
も
取
り
組
ん
だ
が
十
分
な
成
果

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ

れ
ほ
ど
韓
国
経
済
の
体
質
改
善
は
難
し

い
の
で
あ
る
。
朴
槿
恵
大
統
領
は
「
第

二
の
漢
江
の
奇
跡
」
の
た
め
に
、
父
・

朴
正
熙
が
作
り
上
げ
、「
漢
江
の
奇
跡
」

を
実
現
し
た
経
済
構
造
の
創
造
的
破
壊

を
ど
こ
ま
で
敢
行
で
き
る
か
、
自
ら
に

問
う
て
い
る
と
言
え
る
。

　

第
三
に
、
経
済
復
興
と
共
に
も
う
ひ

と
つ
の
重
要
公
約
で
あ
る
福
祉
政
策
と

の
両
立
が
課
題
と
な
る
。
朴
政
権
は
老

若
男
女
「
国
民
そ
れ
ぞ
れ
に
見
合
っ
た

福
祉
」
を
掲
げ
て
い
る
が
、
政
権
任
期

内
に
韓
国
は
高
齢
社
会
（
六
五
歳
以
上

人
口
の
占
め
る
割
合
が
一
四
％
以
上
）

に
突
入
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
高
齢
層

対
策
は
急
務
で
あ
る
。
し
か
し
、
経
済

成
長
が
鈍
化
し
て
税
収
が
減
る
だ
け
で

な
く
、
政
権
任
期
後
半
に
生
産
年
齢
人

口
（
一
五
〜
六
四
歳
）
が
減
少
に
転
じ

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
な
ど
福
祉
政
策

推
進
の
た
め
の
環
境
は
厳
し
い
。
し
か

も
、
朴
大
統
領
は
政
権
発
足
後
も
「
増

税
な
き
福
祉
」
に
こ
だ
わ
り
を
み
せ
て

い
る
。
経
済
復
興
と
福
祉
拡
充
と
い
う

二
兎
を
追
う
の
は
時
を
経
る
に
つ
れ
難

し
く
な
る
の
が
実
情
で
あ
る
。

●�「
朝
鮮
半
島
信
頼
プ
ロ
セ
ス
」は

動
き
出
す
か

　

内
政
だ
け
で
な
く
外
交
安
保
分
野
で

も
朴
槿
恵
政
権
は
困
難
な
課
題
に
直
面

し
て
い
る
。
歴
代
政
権
同
様
、
最
重
要

課
題
は
北
朝
鮮
問
題
へ
の
対
応
で
あ

る
。
し
か
し
昨
年
の
大
統
領
選
挙
で

は
、
与
野
党
候
補
と
も
に
李
政
権
時
に

途
絶
え
た
南
北
対
話
再
開
の
必
要
性
を

説
い
た
た
め
、
対
北
朝
鮮
政
策
は
大
き

な
争
点
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
二
〇
一

〇
年
三
月
の
海
軍
哨
戒
艦
「
天
安
」
号

沈
没
と
同
年
一
一
月
の
延
坪
島
砲
撃
を

受
け
て
、
北
朝
鮮
の
軍
事
的
挑
発
を
抑

止
す
る
安
保
態
勢
を
強
化
し
つ
つ
も
、

南
北
間
の
軍
事
的
緊
張
緩
和
と
安
定
的

関
係
構
築
の
た
め
の
措
置
が
必
要
、
と

の
一
定
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
韓
国
民
の

間
に
形
成
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

朴
氏
は
、
こ
う
し
た
韓
国
民
の
認
識

を
踏
ま
え
た
対
北
朝
鮮
政
策
構
想
を
い

ち
早
く
ア
メ
リ
カ
外
交
誌
『
フ
ォ
ー
リ

ン
・
ア
フ
ェ
ア
ー
ズ
』
二
〇
一
一
年

九
、
一
〇
月
号
に
発
表
し
た
。
そ
こ
で

は
、「
信
頼
外
交
」
と
「
均
衡
政
策
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
用
い
、
南
北
間

の
信
頼
構
築
、
安
保
と
交
流
協
力
の
均

衡
、
南
北
対
話
と
国
際
協
調
の
均
衡
を

唱
え
た
（
参
考
文
献
⑤
）。
二
〇
一
二

年
二
月
に
は
、
こ
の
構
想
を
敷
衍
す
る

形
で
、
朴
政
権
の
対
北
朝
鮮
政
策
と
な

る
「
朝
鮮
半
島
信
頼
プ
ロ
セ
ス
」
に
つ

い
て
語
っ
た
。「
北
朝
鮮
核
問
題
の
解

決
は
結
局
、『
北
朝
鮮
問
題
』
さ
ら
に

は
北
東
ア
ジ
ア
の
平
和
問
題
と
関
連
し

て
い
る
点
を
念
頭
に
置
き
ア
プ
ロ
ー
チ

す
べ
き
」
と
し
た
う
え
で
、
⑴
既
存
の

南
北
間
合
意
を
互
い
に
守
る
、
⑵
人
道

的
支
援
や
互
恵
的
交
流
事
業
は
政
治
状

況
と
は
関
係
な
く
続
け
る
、
⑶
南
北
の

信
頼
関
係
が
進
め
ば
他
国
の
参
加
も
含

め
た
よ
り
多
様
な
経
済
協
力
事
業
を
実

施
す
る
、
と
の
プ
ロ
セ
ス
を
提
示
し
た

の
で
あ
る
（
参
考
文
献
③
）。
大
統
領

「第二の漢江の奇跡」目指す朴 槿恵政権 ─ 大統領選の総括と直面する課題 ─
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選
の
最
終
公
約
集
に
は
、「
信
頼
が
積

み
重
な
り
非
核
化
が
進
め
ば
」
と
い
う

前
提
条
件
を
付
け
つ
つ
も
、
南
北
経
済

共
同
体
を
目
指
し
て
「
ビ
ジ
ョ
ン
・
コ

リ
ア
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
稼
働
す

る
、
南
北
経
済
協
力
と
社
会
文
化
交
流

の
発
展
・
制
度
化
の
た
め
ソ
ウ
ル
と
平

壌
に
「
南
北
交
流
協
力
事
務
所
」
を
設

置
す
る
、
開
城
工
団
の
国
際
化
や
地
下

資
源
共
同
開
発
を
推
進
す
る
、
と
い
っ

た
案
も
盛
り
込
ん
だ
（
参
考
文
献
④
）。

　

し
か
し
、
昨
年
末
の
北
朝
鮮
長
距
離

ミ
サ
イ
ル
発
射
に
続
き
、
第
三
回
核
実

験
や
開
城
工
団
か
ら
の
北
朝
鮮
労
働
者

撤
収
な
ど
で
朝
鮮
半
島
情
勢
の
緊
張
が

高
ま
る
な
か
、
朴
政
権
は
大
統
領
府

（
青
瓦
台
）
に
新
設
し
た
国
家
安
保
室

（
金
章
洙
室
長
は
長
官
級
ポ
ス
ト
）
を

外
交
安
保
政
策
の
司
令
塔
と
し
て
、
安

保
態
勢
強
化
と
危
機
管
理
に
よ
り
一
層

力
を
入
れ
て
い
る
。
五
月
の
米
韓
首
脳

会
談
で
ア
メ
リ
カ
と
対
北
朝
鮮
政
策
の

調
整
が
な
さ
れ
れ
ば
、「
信
頼
プ
ロ
セ

ス
」
に
入
る
契
機
が
訪
れ
る
の
で
は
と

の
見
方
も
あ
っ
た
が
、
会
談
後
の
会
見

で
オ
バ
マ
大
統
領
は
、
米
韓
両
国
は
北

朝
鮮
が
非
核
化
へ
の
意
味
あ
る
措
置
を

取
れ
ば
対
話
を
す
る
、
と
従
来
の
立
場

を
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
の
ま
ま

で
は
、
李
明
博
政
権
の
対
北
朝
鮮
政
策

基
調
を
事
実
上
継
承
す
る
こ
と
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
。
朴
政
権
と
し
て
は
、

そ
れ
は
避
け
た
い
は
ず
で
あ
る
。

●
求
め
ら
れ
る
外
交
手
腕
の
発
揮

　

そ
の
た
め
、
対
北
朝
鮮
政
策
に
お
い

て
朴
政
権
が
米
韓
同
盟
と
併
せ
て
重
視

し
て
い
る
の
が
、
中
国
と
の
協
調
で
あ

る
。
中
国
が
北
朝
鮮
へ
の
影
響
力
を
積

極
的
に
行
使
す
る
よ
う
働
き
か
け
る
こ

と
が
狙
い
で
あ
る
。
朴
氏
は
選
挙
公
約

で
、
二
〇
〇
八
年
末
以
来
開
か
れ
て
い

な
い
六
者
会
合
に
「
新
し
い
動
力
を
与

え
る
」
こ
と
、
そ
の
た
め
に
「
韓
米
中

三
カ
国
戦
略
対
話
」
の
実
現
を
目
指
す

こ
と
を
掲
げ
た
。
す
で
に
尹ユ

ン
・

 

炳ビ
ョ
ン
セ世

外
交

部
長
官
が
四
月
の
訪
中
時
に
中
国
側
へ

提
案
し
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
朴
大
統

領
は
五
月
の
訪
米
に
続
き
六
月
の
訪
中

を
予
定
す
る
な
ど
、
中
国
と
は
従
来
か

ら
の
経
済
関
係
に
加
え
て
政
治
関
係
の

緊
密
化
に
熱
心
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
韓
中
関
係
の
強
化
は
、

北
朝
鮮
問
題
だ
け
で
な
く
「
中
国
の
台

頭
」
と
い
う
地
域
秩
序
変
化
へ
の
対
応

で
も
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
朴
政
権

は
、
ア
メ
リ
カ
と
の
同
盟
関
係
深
化
に

も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特

に
、
二
〇
一
五
年
末
の
戦
時
作
戦
統
制

権
移
管
に
備
え
、
韓
国
軍
が
主
導
し
米

軍
が
そ
れ
を
支
援
す
る
新
た
な
米
韓
連

合
防
衛
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
は
、
米

韓
同
盟
を
安
全
保
障
体
制
の
中
軸
と
す

る
韓
国
に
と
っ
て
死
活
的
重
要
性
を
持

つ
。
オ
バ
マ
政
権
が
台
頭
す
る
中
国
を

念
頭
に
「
ア
ジ
ア
再
均
衡
」
政
策
を
と

り
、
中
国
が
そ
れ
に
警
戒
感
を
示
す
な

か
で
、
朴
政
権
は
対
米
、
対
中
関
係
を

共
に
発
展
さ
せ
る
た
め
の
外
交
手
腕
を

発
揮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一
方
、
悪
化
し
た
対
日
関
係
へ
の
朴

政
権
の
対
応
は
厳
し
い
。
韓
国
世
論
は

も
ち
ろ
ん
朴
大
統
領
自
身
が
、
歴
史
問

題
に
対
す
る
日
本
の
態
度
に
極
め
て
批

判
的
な
こ
と
は
、
三
・
一
節
や
ア
メ
リ

カ
議
会
で
の
演
説
等
か
ら
明
ら
か
で
あ

る
。
日
韓
関
係
は
二
〇
一
五
年
に
国
交

正
常
化
五
〇
周
年
を
迎
え
る
が
、
両
国

指
導
者
の
関
係
改
善
へ
の
強
い
政
治
的

意
志
が
な
い
限
り
、
局
面
転
換
を
図
る

の
は
難
し
い
。
朴
大
統
領
は
選
挙
公
約

で
も
あ
っ
た
「
北
東
ア
ジ
ア
平
和
・
協

力
構
想
」（
域
内
諸
国
が
非
政
治
的
分

野
で
の
協
力
に
よ
り
信
頼
を
積
み
重

ね
、
徐
々
に
協
力
範
囲
を
拡
大
す
る
構

想
）
を
五
月
訪
米
時
に
改
め
て
提
案
し

た
が
、
そ
の
実
行
の
た
め
に
は
対
日
関

係
の
改
善
と
日
本
の
協
力
が
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
を
認
識
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

李
明
博
政
権
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ

リ
ア
」
を
唱
え
た
が
、
朴
槿
恵
政
権
は

そ
れ
を
継
承
し
つ
つ
も
、
北
朝
鮮
問
題

を
中
心
と
す
る
地
域
の
課
題
に
取
り
組

む
た
め
、
北
東
ア
ジ
ア
を
主
要
舞
台
に

外
交
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の

外
交
が
成
功
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま

で
韓
国
が
積
極
的
に
貢
献
し
て
き
た
日

中
韓
三
カ
国
協
力
に
お
い
て
（
二
〇
一

一
年
、
ソ
ウ
ル
に
日
中
韓
協
力
事
務
局

設
置
）、
さ
ら
に
建
設
的
役
割
を
果
た

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

※ 

本
稿
は
、
拙
稿
「
朴
槿
恵
政
権
の
政

治
と
外
交
」
小
此
木
政
夫
・
西
野
純

也
編
『
朝
鮮
半
島
の
秩
序
再
編
』（
慶

應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三

年
）、
三
〜
二
六
ペ
ー
ジ
を
加
筆
・

修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
に
し
の　

じ
ゅ
ん
や
／
慶
應
義
塾
大
学

法
学
部
准
教
授
）

《
参
考
文
献
》

①
西
野
純
也
［
二
〇
一
二
］「
タ
ー
ゲ
ッ

ト
は
『
２
０
４
０
世
代
』」『
外
交
』
第

一
一
号
（
二
〇
一
二
年
一
月
）、
八
一

―
八
七
ペ
ー
ジ
。

②
朴
槿
恵
［
二
〇
一
三
］「
大
統
領
就
任

辞
―
希
望
の
新
時
代
を
開
き
ま
す
」（
二

〇
一
三
年
二
月
二
五
日
、
韓
国
語
）。

③ 

―［
二
〇
一
二
］「
新
し
い
朝
鮮
半
島
と

信
頼
プ
ロ
セ
ス
」
二
〇
一
二
年
核
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
・
サ
ミ
ッ
ト
開
催
記
念
学

術
会
議
基
調
演
説
（
二
〇
一
二
年
二
月

二
八
日
、
韓
国
語
）。

④
『
第
一
八
代
大
統
領
選
挙
セ
ヌ
リ
党
政

策
公
約
』（
二
〇
一
二
年
一
二
月
、
韓

国
語
）。
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